
「高校生　理学療法体験」アンケート結果

1）理学療法体験はいかがでしたか？
・よかった17名　　　・ふつう1名　　　・悪かった0名
[bookmark: _GoBack]実際の仕事様子が詳しくわかった。働いている方の生の声が聞くことができた。働いている人たちがキラキラして雰囲気がよかった。どのように患者さんと接しながらリハビリを行うのがわかった。今まで自分の思っていた理学療法士と違う所が見れた。ネット上の情報では知る事のできない細かい仕事内容や配慮など見ることができた。

2）どのような体験をしましたか？
歩行練習・筋力ex見学・物理療法器具の体験・患者さんとのお話・仕事内容や今やるべき事を質問できた・松葉杖歩行練習・階段昇降練習見学・施設全体の見学・リハビリで大切なのか教えてもらった・目の見えない人や体の不自由な人などのリハビリ・車いす押し

3）理学療法士への興味が強まりましたか？
・強くなった18名　　・変わらない0名　　・興味がなくなった0名
大変だけどやりがいのある仕事だと感じた。人の為に何かできる・役に立てる人になりたいと強く感じた。実際に見てなりたいと思った。
沢山の人と関わることができるところに惹かれた。専門的な知識を身に付ける事で現場で活かせるのはもちろん自分の身体にも生かせる所も良いと思った。患者さんに優しく接する理学療法士の方々を見て自分もそうなりたいと思った。

4）今後の進路の役に立ちましたか？
・役に立った17名　　・役に立たなかった1名
興味がより一層出てモチベーションが上がった。自分の意思を決定する良い機会であった。
自分の将来像が明確になり、先輩の話から何に重きを置くことが大事かなど大学選びの参考になった。理学療法士と作業療法士の違いがわかった。思ったよりも大変な仕事で軽い気持ちでできないと思った。
「体験」させてもらうことで、ただ漠然と理学療法士になりたいと思うだけではなく「どうしてなりたいか」という理由が今回の体験より深まり良い経験になった。
	
5）その他、感想・ご要望
お忙しい中、見学・体験を受けいれて下さいましてありがとうございました。体験を通して「コミュニケーション」が一番大切だと学び、これから理学療法士を目指す中で今回学んだ事を活かしていきたいと思います。

